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　○　ご挨拶

私共がエコアクション21の導入を決めたのは当社経営理念の中にある ” 環境にやさしく ” が理由です。

私は当社に関わる全ての方々に良い環境の中で毎日を送って頂きたいと思っております。

現状、当社は環境に対してまだまだ配慮が足りておりません。

このエコアクション21の活動をきっかけに " 環境 " にもっと目を向け、 " 環境にやさしい " 会社になります。

＜環境経営理念＞

『　協　働　前　進　』
思いやり 人にやさしく　環境にやさしく　文化にやさしい　企業となる

信　　頼 私たちを　取り巻く　人々との間に　信頼関係を築き共に繁栄する

力 強 さ 自主自立の精神で　一致団結し　常に可能性にチャレンジする

よろこび ユーザーに喜ばれる製品・サービスを提供しもって我々の喜びとする

希　　望 自分らしく　楽しく　豊かな社会生活を営む　

誇　　り 自分自身に　自信を持って　誇れる　仕事をする

環境経営方針
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＜環境保全への行動指針＞

1 ． 地域・職場の安全衛生と環境を常に心掛ける。

2 ． 環境・安全の法的規制や当社が約束したことを遵守する。

3 ． CO2・水使用量・廃棄物を削減する。

4 ． 一人作業をせず、事故防止を心掛ける。

5 ． リデュース・リユース・リサイクルを心掛ける。

～弊社コーティング装置のご紹介～

UBMS装置 UBMS-504 PAIC装置 PAIC-600

制定日： 2019年4月1日
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　○　組織の概要

（１） 名称及び代表者名

SEAVAC株式会社

代表取締役社長　清水　博之

（２） 所在地

本　社 兵庫県尼崎市杭瀬南新町1-12-6

京都工場 京都府久世郡久御山町市田新珠城68

小牧工場 愛知県小牧市市之久田2-38

仙台工場 宮城県黒川郡大衡村大衡字萱刈場236-5

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 営業部　部長 高田　誠 TEL：0774-43-4290

担当者 品質保証部　 井畑　史朗 TEL：06-6488-1501

（４） 事業内容

真空熱処理加工、ＰＶＤ（機能性薄膜）表面硬化処理加工

金型・切削工具・機械部品への表面処理加工

表面加工設備の製造販売

（５） 事業の規模 ( 2022年6月14日 現在）

売上高 16 億円

本　社 京都工場 小牧工場 仙台工場 合計

従業員 名 46 名 41 名 32 名 19 名 138 名

延べ床面積 ㎡ 532 ㎡ 1,903 ㎡ 656 ㎡ 8,967 ㎡ 12,058 ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日
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（７） 認証・登録の対象組織・活動

全工場・全事業活動

　○　事業や製品（商品）の紹介

SEAVACの業務内容

VHT真空熱処理加工(Vacuum Heat Treatment)

PVD物理蒸着処理加工(Physical Vapor Deposition)

下地強化処理(WPC・窒化)・ラッピング

PVD処理装置販売

○　SEAVACの目指す姿

「協働前進」当社が目指す姿はこの一言に凝縮されています。

それは当社の経営理念です。

経営理念こそが会社の目指す姿です。

更新日：

加工部門

装置部門

2023年8月29日
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○　環境経営組織図及び役割・責任・権限表

 環境経営組織図

代表者

代表取締役社長

環境管理 責任者

安全衛生推進会議

環境委員会

内部監査 環境事務局

本社

活動 / 法令担当者

従業員

京都工場

活動 / 法令担当者

従業員

小牧工場

活動 / 法令担当者

従業員

仙台工場

活動 / 法令担当者

従業員
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役割・責任・権限表

役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施及び管理に必要な資源の準備

・地域貢献、寄付、ステークホルダーに対するCSRに関する包括的な意思決定

・環境管理責任者を任命

・環境目標の作成

・環境目標・環境活動計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境活動レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境目標・環境活動計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境活動レポートの確認

・環境目標、環境活動計画書原案の作成

・教育訓練計画の作成

・環境事務局の取りまとめ

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・毎月課長以上出席

・環境活動計画の審議

・環境活動実績の確認・評価

・代表者の見直し

・環境管理責任者の指示により実施　（7,8月、2,3月）

・環境に関する内部監査の計画

・環境に関する内部監査の実施・報告

代表者（社長）

環境管理責任者

安全衛生推進会議

内部監査
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役割・責任・権限

・環境管理責任者の補佐

・負荷記録表などの各記録への入力・通知、法規のチェック

・各工場マニフェスト、契約書の確認

・環境関連教育内容の通知

・様式10　緊急事態（火災対応）手順書の作成　：EA21出ない場合はその旨記載

・PRTR法届出書類管理

・緊急事態・消防訓練記録の作成、確認。

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックまたはSDGｓチェックの実施

・環境活動計画書の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境活動レポートの掲載項目の提出

・自部門における環境方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・試行・訓練を実施、記録の作成（EA21記録以外も含む）

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の環境活動計画書を承認

・自部門の環境目標・環境活動計画書を確認

・自部門の環境活動の取組結果を入力

・教育訓練計画に基づく教育の実施、記録、確認

・環境コミュニケーション記録の作成、確認。

・負荷記録表（廃棄物・化学物質使用量）の入力

環境事務局

環境委員会

部長/部長代理/課長

（社内組織図に基づ

く）

環境管理担当者

活動（各工場）
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役割・責任・権限

・自部門の環境関連法規とりまとめ表を承認

・自部門の環境関連法規とりまとめ表を確認

・自部門の法規活動の取組結果を入力

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境コミュニケーション記録の作成、確認。

・作業環境測定自主検査実施確認

・ショット機年次点検実施確認

・屋内作業環境測定（温度、湿度、光等）の実施確認

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・社内活動だけでなく日常生活での環境活動の積極的取組

○　主な環境負荷の実績

廃棄物排出量

 一般廃棄物排出量

　産業廃棄物排出量

水使用量 ㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数 （各工場の係数の加重平均）

環境管理担当者

法令（各工場）

全従業員

項　目 単位 2020年 2021年 2022年

二酸化炭素総排出量 kg-CO2 2,586,907 2,619,114 1,932,125

6,544 5,538 4,514

0.378
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○　環境経営目標及びその実績

年　度 基準値 2022年 2023年 2024年

上段： 通期

項　目 （基準年) （目標） （実績） （目標） （目標）

kg-CO2 2,576,878 2,319,191 1,878,152 〇 2,473,803 2,448,035

基準年度比 2019年 90% 73% 96% 95%

kg-CO2 41,731 40,896 53,663 ✕ 40,479 40,062

基準年度比 2019年 98% 129% 97% 96%

kg-CO2 2,618,610 2,360,087 1,931,815 2,514,282 2,488,096

kg 8,102 7,940 7,857 〇 7,697 7,292

基準年度比 2019年 98% 97% 95% 90%

kg 3,951 3,754 4,888 ✕ 3,161 2,766

基準年度比 2019年 95% 124% 0.8 0.7

㎥ 5,735 5,735 4,514 〇 5,276 5,162

基準年度比 2019年 100% 79% 92% 90%

kg 3,250 3,218 7,250 ✕ 2,990 2,925

基準年度比 2019年 99% 223% 92% 90%

行動目標（次項による）

評

価

メチレンクロライ

ド購入量削減

環境に配慮した

生産活動
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○　環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画 - 電力

　 数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

電力による二酸化炭素削減

数値目標 〇

空調設備の適正温度管理 ○

空調機フィルター定期清掃 ○

不要照明の消灯 ○

2019年

2022年

取り組み計画 取組結果とその評価

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

様々な節電方法を実施したが、目標は達成できず。

来季に向けて新たな節電方法を行う必要がある。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

427,420 429,620 436,108

400,411 387,963 445,064 496,833 486,298 387,806395,960 405,214 386,750 397,706 395,315 385,966

386,115 393,248 416,772 497,396 503,333 483,284 437,474 412,501 427,420
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○　環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画 - ガソリン

数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

自動車燃料による二酸化炭素削減

数値目標 ✕

エコドライブなど運転方法の配慮、駐停車中のエンジン停止△

タイヤ空気圧の定期点検 △

　

2019年

2022年

1,510

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

1年間安全運転を心掛け、交通ルールを守り、停止時もアイドリン

グストップを実施。また、営業訪問も効率化を考え近くのユー

ザーを纏めて訪問する事を意識して活動に取り組みましたが、結

果としては、営業増員もあり目標未達となっています。

4月 5月 6月 7月 8月 3月9月 10月 11月 12月 1月 2月

1,727 1,849 1,577 2,018 2,093
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○　環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画 - 廃棄物排出量

数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

2019年

2022年

一般廃棄物の削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 〇

日々の３R活動によって、目標の達成はできた。

来季も継続的に行う。

分別の徹底 △

3Rの推進（緩衝材、現品票用袋の再利用） ○

10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

735 630 527 527 504 722782 710 662 803 528 716

649 713 583 545 517 562793 661 807 714 614 699
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産業廃棄物の削減

2019年

2022年

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ✕

目標は達成した。 来季もこの調子で活動を進める。

廃棄物の重量の把握 △

リデュース、リユースの推進 ○

10月 11月 12月 1月 2月 3月

産業廃棄物の体積の削減 ○

4月 5月 6月 7月 8月 9月

178 161 143 143 141 153170 169 158 681 138 1,602

471 223 1,085 169 112 133192 162 204 192 167 207
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○　環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画 - 水道水

数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

2019年

2022年

水道水の削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ○

目標は達成。水回りに関しては、日々の業務も通して気を付けて

いく。

トイレ水道　自動（節水） ○

地下ポンプの水漏れ確認 ○

貯水槽 ○

設備関連水漏れ確認（IP,PAIC600,クーリング

タワー）
○

4月 5月 6月 7月 8月 3月

176 747 92 795 178 693 132 772 127

9月 10月 11月 12月 1月 2月

561 111 644 127 606
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メチレンクロライド購入量削減

環境に配慮した生産活動

・表面処理売上の向上

・除膜などのリユースの推奨

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ×

購入量が多くなっていますが、手段を適切に実施できており、

消費量に増加はありません。

作業ミスによる使用量の削減（再洗浄するな ○

容器の蓋の閉め徹底 ○

15

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

△

半導体部品の供給問題などによる、自動車産業の低迷が影響し、

売上予算未達となっている。当面この状況は続くと思われる。

△



○　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

廃棄物処理法 一般廃棄物・産業廃棄物（金属・廃油・ジクロロメタン等）

車両の大きさ・重量、通行制限

車両からの積載物のはみ出し、安全運転管理者等

公害防止組織法 洗浄機

騒音規制法 空気圧縮機・ショットブラスト機・チラー

振動規制法 空気圧縮機・チラー

大気汚染防止法 ショットブラスト機・洗浄機

水質汚濁法 洗浄設備・ジクロロメタン

浄化槽法 浄化槽

下水道法 除害施設

消防法（危険物） エタノール・潤滑油など危険物の保管

フロン排出抑制法 業務用空調機・冷凍機・スポットクーラー

顧客要求事項 品質管理　

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

○　外部からの環境上の苦情・要請等

本社工場

近隣から騒音の苦情がありました

原因：夜間の室外機の音

対策：夜間のファンの停止及び、室外機の防音工事

道路交通法
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□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定：

■実施日： ■実施場所：

■参加者： 本社従業員：30名

■実施内容： ☑ 通報訓練 □ 消火訓練 ☑ 避難訓練

・

・

・

・

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

・

・

■実施状況の様子

【訓練状況】

・ 避難訓練 ・ 消火器の使用方法等の説明

3Ｆ喫煙室より出火

令和5年2月27日 本社工場

通報訓練は問題なくできた。
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9:30　3Ｆ喫煙室より出火と想定し、一斉放送にて従業員の避難誘導を行いました。

西側社員通用門付近へ避難後、点呼をとり全員の避難を確認しました。

総務部より消火器の使用方法などの説明を受けました。

総務部より通報する際の注意点などの説明を受け説明後、実際に通報訓練を行いました。

避難訓練は問題なくできた。



緊急事態の想定：

■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑ 通報訓練 □ 消火訓練 ☑ 避難訓練

・

・

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

・

・ 避難訓練は全員避難完了するのに約４分かかりました。

・ 電話対応している従業員などもいましたが、やはり実際の災害時は約４分では時間がかかり過ぎだと思うので改善が

必要だと思います。

・ 従業員の人数の把握がきっちり出来ておらず何度も点呼を行わなければならくて時間を要した。

・ 来年は水消火器で消火訓練を実施します。

■実施状況の様子

【訓練状況】

・ 避難訓練

北棟喫煙所からの出火

令和4年10月27日 京都工場

京都工場従業員：38名

14:10　北棟喫煙所からの出火を想定し、一斉放送にて従業員の避難誘導と119番への通報訓練を行いました。

避難場所に集合後、点呼をとり全員の避難を確認しました。

通報訓練は問題なくできた。
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緊急事態の想定：

■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑ 通報訓練 □ 消火訓練 ☑ 避難訓練

・

・

・

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

・

・

・

■実施状況の様子

【訓練状況】

・ 避難訓練 ・

以前避難が遅れた作業場所の従業員の避難は、非常ベルを鳴動させたことで、一斉放送の前に避難場所に避難が

出来ました。

・ 火災受信機の取扱説明

部門長以下5名にて、火災受信機の取扱いの説明を実施しました。

火災発生

令和5年3月16日 小牧工場

小牧工場従業員：25名

非常ベルを押し、一斉放送にて従業員の避難誘導と119番への通報訓練を行いました。
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避難場所（駐車場）に集合後、点呼をとり全員の避難を確認しました。

火災受信機の取扱説明を受けました。

当日に消防訓練に関しての案内を実施していたことにより、昨年と比較して全従業員の避難の時間が短縮できた。

火元及び状況確認、初期消火及び安全な避難経路確認、従業員避難及び消防への通報といった被害を最小に抑える手順を把握

しておく必要が有ると感じた

通報は固定電話にて実施しているが、通報中に火災の被害が広がる可能性がある為、固定電話ではなくスマホで通報した方が

良いのかを検討する必要があると感じた。



緊急事態の想定：

■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑ 通報訓練 ☑ 消火訓練 ☑ 避難訓練

1) 119番通報訓練

2) 初期消火人員による消火模擬訓練

3) 避難誘導人員の指示に従った避難訓練

4) 人員点呼

5) 訓練用消火器を使用した使用方法確認及び消火訓練

6) 緊急時連絡網再確認。　避難経路、消火設備配置場所の再確認実施。

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

１）～４）までスムーズに行えていた。

本年度は火災発生場所のみの放送を行った。火災発生場所の特定は早くなったと感じる。

6) 連絡網再確認については、昨年に引き続き実施し認識の向上が確認された。

■問題点：

火災発生時の作業場所により放送が聞き取り難いといった声が多くあった為、次回は2，3度の繰り返しの放送が良いと感じる

■実施状況の様子

【訓練状況】

・ 消火訓練

工場南側　除膜設備付近からの出火

令和4年3月11日 仙台工場

仙台工場従業員：19名

昨年の問題点として『「工場〇側」のアナウンスについて避難のさい、方角を理解していない従業員がいた実際に火災が起

きた事を想定すると発生の場所のみをアナウンスするほうが迷わず良いかもしれない。（従業員が工場内を認識している

消火設備配置確認について　設置場所を把握できていない従業員もいた為、工場見取り図を基に再確認。　災害時は見取り

図を有効活用し慌てずに行って頂きたい。

20



○　代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

【前回の指示への取組結果】

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞

◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境方針

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・環境経営計画

◇環境経営目標・計画の達成状況

◇実施体制他

◇その他

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり

実施体制他 □ 変更なし ☑ 変更あり

2023年度は2022年度と同じ環境方針を継続２０２２年を含め、コロナ禍やウクライナ問題の影響は当社に

とって過大な影響があった。しかし、コロナが収束し、本来の活

動が出来たときに当社の環境に対する意識の本当の評価がわかる

と思われる。

ゴミの分別を徹底し、産業廃棄物の減少を意識付けする。全体的

に視覚による従業員への意識向上を実施していく。手法として、

社内で掲示物や電子媒体を活用して、環境活動の向上を目指す。

２０１９年と前年度を比較して、環境に対する従業員の意識は向

上していると認識している。目標が達成で来ていなかった項目に

関しては、コロナの収束に伴い、本来の事業活動が徐々に出来る

ようになった結果と思っている。特に、営業部による活動が活発

になってきたことが大きい。過去3年間は本来の評価とは思わな

いが、活動自体は8割が達成していると認識している。
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□これまでの環境活動の紹介

・ 2022年度は、ペットボトルキャップを合計15.3㎏リサイクルに出しました。(ワクチンで換算すると11.8人分に相当します)

・ 2022年度のeco検定は8名合格。累計31名の合格者になりました。

・ 「eco検定合格者ランキング2022」の従業員300名以下のランキングで3位に入りました。

・ 2019年度に「環境　人づくり企業大賞」受賞、毎年度「健康経営優良法人」の認定を受けています。

□編集後記

ペットボトルキャップのリサイクル活動が全工場に展開され、ワクチン提供に貢献。また、京都工場・小牧工場・仙台工場の

敷地内で農園を行い、少量ではありますが野菜や果物を収穫し、昼食時に従業員で戴きました。このような活動は、EA21の

取組みからSDGsへの意識が高まり、自主的な活動で広がっています。今後も環境負荷低減を継続的に取り組んで行きます。

22


